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花知識◆ワックスフラワー

●花ことば：「繊細」「かわいらしさ」
　「気まぐれ」「まだ気づかれない長所」
●植物分類：フトモモ科　常緑の灌木
●原産地：西オーストラリア州

●花弁にワックスがかかったようにつやつやとした
光沢があることから、この名がつけられています。
オーストラリアの砂漠地帯に自生する花で、
ワイルドフラワーに分類されています。
乾燥にとても強い性質を持っており、日光のよく当たる
水はけのよい場所で最もよく成長し、
たくさんの愛らしい花を咲かせます。暑い季節に
強く、日持ちの良い花で、甘い香りも人気。
他の花の邪魔をしない小花のため、
花束やアレンジメントによく使われる花として
親しまれ、リースの飾りつけなどにも適しています。
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１０回の節目は、新たな挑戦へのスタート。 
 社会の認知と共感を得るアクションを起こそう！
細江容子さん、徳野純子さん、茂木芳枝さん、古澤洋子さん、大井友美子　1  
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ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

　私のところでは訪問介護事業もやっているのです
が、その部門のサービス提供責任者たちがテキスト
ブックを一読して「私も家政士検定を受けたい」と言っ
てくれています。私にとって家政士検定とは、家政
婦（夫）さんの夢と未来を切り開く存在といえます。
――検定にチャレンジされる受検者さんや試験実
施に尽力される皆様をバックアップする立場の協
会事務方からもひと言お願いします。
大井■介護保険における要支援認定者・要介護者

　2016（平成28）年の創設以来、制度の構築・
運営に携わる多くの関係者のご尽力により、これ
まで9回の実施を重ねてきた家政士検定試験。
　本年、第 10回という節目を迎えるにあたり、
検定試験の運営実務に携わる方々による「座談
会」をお届けいたします。
　制度成立の背景や、よりよい制度をめざした運
用改善の歩み。そして実務現場における活用状況
……等々。これまでの歩みを振り返りつつ、制度
のさらなる発展に向けた課題や可能性について共
有し、今後を展望する機会といたします。

司会：清水保人（広報委員長）

――まず、検定制度スタートの背景を、学術的な
観点も踏まえ、細江委員に伺いたいと思います。
　　　社会的・歴史的には、おおむね５つのポイン
トにまとめられると思います。
　①「社会の高齢化」、②「共働き家庭の増大」。こ
の２点があって、家事支援サービスの需要が拡大し
てきました。ビジネスの面からは③「労働専門性の確
立」と④「質の保証」が求められます。
　そして、もう1点。家政労働といえば、かつては「女
ならやれて当たり前」と見なされ、仕事として一段も
二段も低く見られてきたわけです。専門能力とその
活動の質を見える形にして掲げることで、家政労働
の⑤「社会的地位の向上」を図る。この５つですね。
徳野■例年 11月の実施で今回 10回目ということな
のですが、実を申せば、私ども近畿ブロックでは、
戸苅利和会長のご提案を受けて、第 1回検定の半
年ほど前に先行実施しています。テストケースです
ね。だから近畿ブロックだけは今回で11 回目。この

実施では、北海道から九州まで全国各地の紹介所
長さんが見学に来られたものです。以来、一度も欠
かすことなく検定実施に取り組み頑張ってきました。
茂木■10 年前の思い出といえば、会場設営でバタ
バタと走り回っていた記憶しかなくて、今にして振り
返れば、検定制度の意義について深く考えを巡らす
ことまではできていなかったように思います。
古澤■私の九州ブロックでは、当時、検定実施に理
解を示す方が思いの外、少なくて……。宮崎 1か
所での実施になったのですが、「これはPRを頑張ら
なければ」と思い、宮崎のローカルテレビ局に話を
持ちかけたところ取材のカメラが入って放送され、一
般の視聴者さんから大きな反響をいただきました。

古澤■当初は、受検に手を挙げた家政婦（夫）さ
んたちから、「受験勉強に役立つ参考書はないの
か？」と尋ねられたものです。看家協会のDVDを
参考にしたりして、みんなで学習に取り組んできたの
ですが、2016 年に優れたテキストができました。あ
のテキストブックを初めて見たとき、「この本が業界を
変える!!」と思いました。

が激増している世相を背景に、各種人材サービス事
業者の家政分野参入が目立ってきた今こそ「社会が
求める家政婦（夫）像とはどんなものなのか」をしっ
かり考察していく必要を感じています。
　真に望まれる新しい家政婦（夫）像を構築するこ
とによって、この仕事の社会的認知度と評価を高め、
働く当事者にもやりがいと満足度、能力に見合った
感謝と評価を得ていただく。家政士検定は、その有
効な一助になるものと信じております。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

高齢化・共働きの増大を背景にスタート
「家政労働の社会的地位向上」を推進

細江容子さん
（実践女子大学名誉教授／検定運営委員）

徳野純子さん ※ZOOMで参加
（西神看護師家政婦紹介所 代表／副会長／検定運営委員）

茂木芳枝さん
（モテギ家政婦紹介所 代表／副会長／検定運営委員）

古澤洋子さん ※ZOOMで参加
（（有）ケアサービス田之上人材センター 代表／理事／検定運営委員）

大井友美子（協会事務局職員）　　　　　　　　　　

●座談会参加者

あのテキストブックの完成が
業界を変えた !!

細江■社会的・歴史的には、おおむね５つのポイン

徳野■例年11月の実施で今回10回目ということなの

第1回 家政士検定 想い出
のPH

OTO

想い出
のPH

OTO

家政婦（夫）の専門性と自信の裏付けとなってきた「家政士検定」家政婦（夫）の専門性と自信の裏付けとなってきた「家政士検定」

１０回の節目は、新たな挑戦へのスタート。
社会の認知と共感を得るアクションを起こそう！
１０回の節目は、新たな挑戦へのスタート。
社会の認知と共感を得るアクションを起こそう！

1 Hanaemi Bimonthly 2025.9 Hanaemi Bimonthly 2025.9 2



家政士検定 第10回記念 座談会家政士検定 第10回記念 座談会
家政士検定 第10回記念 座談会

ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

　私のところでは訪問介護事業もやっているのです
が、その部門のサービス提供責任者たちがテキスト
ブックを一読して「私も家政士検定を受けたい」と言っ
てくれています。私にとって家政士検定とは、家政
婦（夫）さんの夢と未来を切り開く存在といえます。
――検定にチャレンジされる受検者さんや試験実
施に尽力される皆様をバックアップする立場の協
会事務方からもひと言お願いします。
大井■介護保険における要支援認定者・要介護者

　2016（平成28）年の創設以来、制度の構築・
運営に携わる多くの関係者のご尽力により、これ
まで9回の実施を重ねてきた家政士検定試験。
　本年、第 10回という節目を迎えるにあたり、
検定試験の運営実務に携わる方々による「座談
会」をお届けいたします。
　制度成立の背景や、よりよい制度をめざした運
用改善の歩み。そして実務現場における活用状況
……等々。これまでの歩みを振り返りつつ、制度
のさらなる発展に向けた課題や可能性について共
有し、今後を展望する機会といたします。

司会：清水保人（広報委員長）

――まず、検定制度スタートの背景を、学術的な
観点も踏まえ、細江委員に伺いたいと思います。
　　　社会的・歴史的には、おおむね５つのポイン
トにまとめられると思います。
　①「社会の高齢化」、②「共働き家庭の増大」。こ
の２点があって、家事支援サービスの需要が拡大し
てきました。ビジネスの面からは③「労働専門性の確
立」と④「質の保証」が求められます。
　そして、もう1点。家政労働といえば、かつては「女
ならやれて当たり前」と見なされ、仕事として一段も
二段も低く見られてきたわけです。専門能力とその
活動の質を見える形にして掲げることで、家政労働
の⑤「社会的地位の向上」を図る。この５つですね。
徳野■例年 11月の実施で今回 10回目ということな
のですが、実を申せば、私ども近畿ブロックでは、
戸苅利和会長のご提案を受けて、第 1回検定の半
年ほど前に先行実施しています。テストケースです
ね。だから近畿ブロックだけは今回で11 回目。この

実施では、北海道から九州まで全国各地の紹介所
長さんが見学に来られたものです。以来、一度も欠
かすことなく検定実施に取り組み頑張ってきました。
茂木■10 年前の思い出といえば、会場設営でバタ
バタと走り回っていた記憶しかなくて、今にして振り
返れば、検定制度の意義について深く考えを巡らす
ことまではできていなかったように思います。
古澤■私の九州ブロックでは、当時、検定実施に理
解を示す方が思いの外、少なくて……。宮崎 1か
所での実施になったのですが、「これはPRを頑張ら
なければ」と思い、宮崎のローカルテレビ局に話を
持ちかけたところ取材のカメラが入って放送され、一
般の視聴者さんから大きな反響をいただきました。

古澤■当初は、受検に手を挙げた家政婦（夫）さ
んたちから、「受験勉強に役立つ参考書はないの
か？」と尋ねられたものです。看家協会のDVDを
参考にしたりして、みんなで学習に取り組んできたの
ですが、2016 年に優れたテキストができました。あ
のテキストブックを初めて見たとき、「この本が業界を
変える!!」と思いました。

が激増している世相を背景に、各種人材サービス事
業者の家政分野参入が目立ってきた今こそ「社会が
求める家政婦（夫）像とはどんなものなのか」をしっ
かり考察していく必要を感じています。
　真に望まれる新しい家政婦（夫）像を構築するこ
とによって、この仕事の社会的認知度と評価を高め、
働く当事者にもやりがいと満足度、能力に見合った
感謝と評価を得ていただく。家政士検定は、その有
効な一助になるものと信じております。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

高齢化・共働きの増大を背景にスタート
「家政労働の社会的地位向上」を推進

細江容子さん
（実践女子大学名誉教授／検定運営委員）

徳野純子さん ※ZOOMで参加
（西神看護師家政婦紹介所 代表／副会長／検定運営委員）

茂木芳枝さん
（モテギ家政婦紹介所 代表／副会長／検定運営委員）

古澤洋子さん ※ZOOMで参加
（（有）ケアサービス田之上人材センター 代表／理事／検定運営委員）

大井友美子（協会事務局職員）　　　　　　　　　　

●座談会参加者

あのテキストブックの完成が
業界を変えた !!

細江■社会的・歴史的には、おおむね５つのポイン

徳野■例年11月の実施で今回10回目ということなの
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ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介
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り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

家政士検定 第10回記念 座談会

紹介所長の賛同と協力が
あってこそ推進していける

会場が遠いと受けられない!!という声も
経費削減・高齢化にも頭を抱えた

体系的な受検学習で得られる
“専門家”としての自信

◆司会進行

清水保人（広報委員長）

顧客コミュニケーションがスムーズに!
プロの仕事に自信が持てるようになる

司会：清水保人 細江容子さん 茂木芳枝さん 大井友美子さん
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ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー
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紹介所長の賛同と協力が
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経費削減・高齢化にも頭を抱えた
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徳野純子さん 古澤洋子さん

3 Hanaemi Bimonthly 2025.9 Hanaemi Bimonthly 2025.9



Hanaemi Bimonthly 2025.95

ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

もっと知られる必要がある
「家政士検定」のブランディングが急務

さらに高めたい
業界内部の理解と認識

介護領域と家事支援が家政士資格の
存在で、シームレスにつながってきている
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ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

もっと知られる必要がある
「家政士検定」のブランディングが急務

さらに高めたい
業界内部の理解と認識

介護領域と家事支援が家政士資格の
存在で、シームレスにつながってきている
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ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

オールラウンドの生活支援パートナーに
「家政士」の社会認知拡大を！

家政士養成テキスト 編集 ： 公益社団法人 日本看護家政紹介事業協会
B5判／本文2色刷り／並製　

●試験前講習会でも使用
●研修材料として使用可能

家政サービスの基本
●100頁／定価 1,760円 

全4巻

主な内容：コミュ二ケーション、基本的マナー、外部
関係団体との連携、目標管理、お客様の安全確保・ト
ラブルの未然防止のための対応

家事サービス
●160頁／定価 2,420円

主な内容：衣生活サービス、食生活サービス、住生活
サービス、買い物、その他の生活管理

介護サービス
●100頁／定価 1,760円 

主な内容：身体介助、認知症に関する対応、看取り
のケア、ケアサポートに必要な知識と技術

子育て支援サービス
●96頁／定価 1,760円 

主な内容：子どもの身体とこころの発達、衣服の着替
えのケア、就寝のためのケア、排泄のケア、清潔を
保つケア、遊びのケア、食事とおやつのケア、子ど
もの緊急時への対応

第１巻

第2巻

第3巻

第4巻

※ご注文は、専用の「FAX申込書」に必要事項をご記入の上、当協会までFAXでお申し込みください（FAX申込書は、協会ホーム
　ページよりダウンロードいただけます）。 FAX番号： ０３-３３５３-４３２６

　（会場での写真／渡邉英昭）
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●兵庫県　西神看護師家政婦紹介所　森岡 里見さん
　思い起こすと10年前、徳野社長より「秋に行われ
る資格試験を受けてみないか」とお声掛け頂きまし
た。どのようなものかとお尋ねすると、テキストがある
のでと拝見しましたところ、テキストが4冊、ビッシリと
活字が埋まっており、こんなにたくさん勉強できる？ と
不安でしたが、社長から背中を押して頂き受験する
こととしました。通勤の車中や自宅での家事を終えた
後、夜勉強し、なんとか合格の通知を頂き社長や事
務所の方々から報告を受けたことを思い出します。
　テキストは介護・子育て、家事、そして家政サー
ビスという分野に分かれ、どれも奥深く今も時々ペー
ジを開いて確認することがあります。今まで理解して
いた事も改めてテキストの活字から頭に入ると、新し
い感覚となってしみ込んでくることもありました。
　神戸市では家政士検定試験に合格していれば、
私のようにヘルパー資格がなくても要支援の方の生
活支援訪問サービス（日常生活支援総合事業）を
できるようになりました。
　訪問介護員として会社の指示により1回45分担当
させて頂きました。限られた時間にするヘルパー業
務と、比較的余裕のある家政婦時間をお客様と共
有しながら納得して頂ける家政士としての役目とで両
方の利点を生かしながらお仕事させて頂いた経験が

あります。少しばかりの自信に繋
がりましたが、まだまだ迷うことも
多くテキストを改めて見る事によっ
て正しい判断も出来ております。
　このテキストの中から特に学ん
だ事は、家政サービスの「ホスピタリティー」から学
ぶ精神性です。目に見える家事援助や、介護の根
底には「目に見えない心のサービス」があり大切だと
いうことです。目配り・気配り・思いやり・心配りと
いう大切なキーワードを学ばせて頂きました。今後も
心の在り方の学びをしていける教材なり、講習会を
開いていただけたら嬉しいです。
　今後、ロボットが家事をこなす時代が来るかも知
れませんが、介護の世界ではただ時間内に仕事をこ
なすだけでなく、人と人がコミュニケーションを重ねて
いくことが大切になると思います。高齢化が進む中だ
からこそ「ホスピタリティー」を大切にする家政士の
出番ではないでしょうか。利用者様の日々の変化に
素直に対応していく中で、私自身の心が研ぎ澄まさ
れるような時間を感じる時があり、年を重ねてから出
会ったこのお仕事に感謝し、過ごしていきたいと思い
ます。このように関わって下さる方々にも心より感謝い
たします。ありがとうございました。

めてしっかりした仕事をしていかなければならないと
気が引き締まりました。
　この資格を仕事に生かして、ご利用者様から喜ん
ででもらおうと思って毎日仕事に励んでいます。私た
ちの仕事は日頃家庭で行っている家事が中心です

が、家政士の勉強をしてみて介護や育児等、沢山
のことを習得でき、今後の仕事に生かしていけると思
いました。まだ受験されていない方 も々是非とも勉強
してチャレンジしてほしいと思います。私たち家政婦
（夫）の地位向上にもつながると思います。

家政士資格を得て自分に自信と誇りが持てるようになり、
社会からも評価されている感激の声が寄せられた。
家政士資格を持つことで、家政サービスの質に対して自信と誇りが得られ、AIやロボットにはできない
「ホスピタリティー」「精神」を学ぶ事で、社会の信用と評価がさらに得られていくことが証言されている。

「家政士」 感動体験レポート 広報委員取
材

●宮崎県　有限会社ケアサービス田之上人材センター　松井 みどりさん
　私は紹介所の所長さんから、「家政士」の試験を
受けてみませんか？と声を掛けられ、まだ家政婦にな
って日も浅いのに受験できるのだろうかと思いなが
ら、挑戦することにしました。
　仕事もまだ始めたばかりで、テキストを見たら結構な
量だったので自信はありませんでしたが、毎日テキスト
を読んで勉強しました。読んでいるうちにいろいろな事
を学び、楽しくなってきました。受験に合格した報告を

受けた時は、天にも昇るくらい嬉
しかったです。仕事に対して少し
自信もつき、心構えもしっかりとで
きてきたように感じられました。
　特に野菜の切り方、アイロンの
かけ方、しみ抜き等を実践し身につけられたのはとて
も役に立っています。合格の話を友人や家族にした
ら「その年で合格したの」とびっくりされました。改
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Special Interview

ビスの基本がしっかり理解されてお客様とのコミュニ
ケーションがスムーズになった」と伺ったことがありま
す。自己流のスキルでは、肝心なところでお客様に
うまく説明できないケースがありがち。やっていること
は決して間違いではないのに、適切な言葉にできな
いために、お客様の納得を得づらいことがあります。
　お客様の納得や理解を得られず、不興を買ったり
叱られたりすれば落ち込んでしまい、自分自身もプロ
フェッショナルとしての意識を持ちづらくなる。
　家政士検定にパスすることで、そうした悩みを克
服できた人材が多くいます。
古澤■最近では、サービス需要者（お客様）のほ
うも、「なにか得意分野を持っている人材はいません
か？」とお尋ねになるケースがありますから、専門能
力の存在証明である家政士の肩書きは、実にわかり
やすい。私たちとしても自信を持って紹介できます。

徳野■行政当局者の家政婦（夫）を見る目も変わっ
てきたと感じます。
　以前、神戸市の介護保険課を家政士養成テキス
ト持参で訪問した時、ご担当の幹部職員の方がテキ
ストのページをめくりながら、「介護福祉士とも相通じ
る内容を持った検定ですね」と言われました。調理
や清掃といった実技だけでなく、学科試験も課す検
定であることにも着目されたようです。テキストブックを
全部貸してほしいと求められて、その1週間後、先
方から連絡が来ました。
　「介護福祉士やヘルパーの資格を持っていなくて
も、家政士なら、すでに充分なノウハウを有している
とみなして、介護予防・日常生活支援総合事業の
ヘルパーとして働いてもらえますよ」と。これはあくま

で神戸市の事例であり、事情が異なる自治体もある
でしょうが、千葉市でも同様の運用が始まったと聞き
及んでいます。
――家政士が持つスキルが公に認められ、担当で
きる業務領域が拡がれば、その分だけ就業機会が
増えます。収入アップの道も開ける、ということ
ですね。
徳野■介護福祉士が活躍する訪問介護の現場は、
多くの場合、家事支援に対するニーズも抱えているわ
けです。家政婦(夫）は、掃除に洗濯、食事の支度、
そしてご家族が要介護者とのお話し、用事をしている
間の子守り……等々。
　介護にはさまざまな家政ニーズが派生しますが、介
護福祉士がそれらすべてをカバーすることはできませ
ん。この方たちはあくまで介護の専門家であって、調
理や育児は業務領域外。それらについて学ぶことも
ありません。一方、家政婦（夫）は、買い物の預か
り金等の金銭管理までこなします。
――家事全般に加えて介護領域まで網羅する家政
士検定にパスした家政婦（夫）は、これからの社
会では、仕事が途切れることなどなさそうですね。
徳野■介護保険要支援者のヘルパ－業務1時間を終
了した時に「家事が “本業” なら掃除を念入りにお願
いしたいな」という話になり、事業所に連絡の上、引
き続き2時間、全額自費の家政婦（夫）としての業務
に就いた例も。私の事業所で実際にあったケースで
す。こうした生活支援複合ニーズに応えられるのは、
家政士だからこそです。働いた本人は「最初の1時
間は介護保険のヘルパーだから法的な制約もいろいろ
あって緊張したけれど、次の2時間は私の得意分野で
もあるので伸び伸びとやれました。私はやっぱり家政婦
（夫）の仕事のほうが好きです。お客様の頼み事をた
いていこなせる仕事ですからね」と話していました。

――家政士検定の今後に向けた課題とは？
細江■社会に対するブランディングは焦眉の急です。
　この10年を振り返ると、家政士検定がスタートす
る直前の2015年ごろまでは、家政婦（夫）の需要
先といえば、まだまだ富裕層が中心でした。それが
2020年ごろから、高齢単身世帯や共働き世帯に需
要が急速に拡がってきています。この傾向は今後さ
らに進むでしょう。
　大昔の “お手伝いさん” の時代なら「人柄重視。
資格・経歴不問」でOKだったのが、需要が一般化・
大衆化すればそうはいきません。限りある家計の中
から大枚をはたくのだから、プロのレベルを期待する
のが当たり前。業界としてはサービスの質と信頼性を
いかに担保するかがさらに問われるようになります。
　“安心のブランド” として創設されたのが家政士で
すが、このブランド機能を果たすためには、社会全
般に、もっともっと知られる必要があります。
――マスメディアでの露出を仕掛けたり、ＳＮＳを
上手に活用したり……といった広報戦略ですね。
徳野■「男性の家事参加」が強く求められるように
なった世相を受けて、ある大企業が「男性社員向け
の家事講習」を始めたという報道がありました。誰も
が知っている在阪の世界的大企業です。これは面
白いと思って、家政士検定テキストを提供すべく動い
ているところですが……。
細江■そういう場に、家政士資格を持つベテラン家
政婦さんを講師として送り込むのはいかがでしょうか？
　それと、家政学部をはじめとする生活科学系の高
等教育機関への働きかけも欠かせません。
――家政士検定にパスした学生には単位を認めよ

ということですね。これが実現すると、学生さん
はこぞって受検するでしょうし、卒業後に進んだ
職場でも家政士検定の存在をアピールしてくれる
ことが期待できます。

茂木■対社会的な広報・情宣もさることながら、業
界インサイドへの周知活動を徹底しなければと思いま
す。家政士検定は、厚生労働大臣認定の社内検
定制度として実施されてきましたが、今回から同大
臣認定の「団体等検定制度」で行われることになり
ました。この新しい制度では “認定第1号” です。
――制度としてのステイタスが上がったということ
ですね。
茂木■自分たちの業界が創設した資格制度の価値
に気づいてほしい。この「10年という節目」を踏まえ、
ブロックごとに紹介所長さんたちへの呼びかけをさら
に強めていきたいと思っています。
古澤■細江先生のご指摘のとおり、社会の高齢化と
いうトレンドを受けて、今は家政婦（夫）にも介護職
にも“追い風” が吹いています。介護職は需要がヒー
トアップしすぎて、人手不足からかえって廃業に追い
込まれる事業所が多発するほどで、その分、介護
の担い手として家政婦（夫）の存在感が増すばかり
の印象です。実際、実力のある家政婦（夫）さんは、
資格なんか取らなくても目一杯稼働しており、お客様
を待たせている状況です。
　この状況下で資格取得に積極的にチャレンジさせ
ようと思うなら、有資格者の処遇を改善すること。具
体的には「時給アップ」ですね。
――優れたサービスを提供できる人材が高報酬を
得るのは当然のことですし、安心安全なサービス

を受けようとするなら、ユーザがそれなりのコスト
を負担するのも、また然り。
　ただし、この “当然” を現実化するには、経営
サイドの努力も必要でしょう。あなたは自分のとこ
ろの家政士を高く売れますか？という話ですね。
古澤■だから私は、家政士制度に後ろ向きな紹介
所経営者にはこう言いたいんです。「家政士検定の
テキストブックを全巻精読してみてほしい」と。
　あのテキストブックに書かれていることを実践できる
のは、相当な実力者であるとわかるはず。

茂木■あのテキストをマスターして検定試験に受かっ
た家政士は、これからの日本社会でニーズが激増す
る “オールラウンドの生活支援パートナー” です。そ
うした人材の価値をぜひ認識してほしいです。
古澤■私の紹介所では、新人向けの勉強会に家政

士テキストを使っているのですが、あのテキストの評
判を聞きつけたベテランさんが「そういう勉強会があ
るんだったら、なんで私にも声をかけてくれなかった
の？」と言ってきたことがありました。この人は経験豊
富で、今さら勉強などしなくても実務で困ることは
一切ないはず。そんな人材の前向きな姿勢に感激し
ました。
細江■そうした方々の向上心に応えるためにも、テ
キストブックのアップデートも前向きに検討していくべき
だろうと思いますね。
大井■意欲ある家政婦（夫）さんにとって、家政士
検定は決してゴールではないはず。検定合格後のさ
らなるスキルアップについても、事務局として支援して
いきたいと感じました。
――第10回という回数もまた節目にすぎず、ゴー
ルではありません。家政士検定の認知向上と実社
会の中での存在感発揮のため、これからも手を携
え自信を持って、推進して参りたいと思います。

所長さんのさらなる理解と協力を得て、検定試験
会場を拡充することが欠かせませんね。
徳野■拡充のためには、運営経費の圧縮も大事で
すね。近畿ブロックでは当初、民間の会場を借りて
いました。そうすると、たとえばパーティションを借りる
のにも「1枚いくら」です。実技試験ブースの間仕
切りだから何10枚も使うので、半端でない経費が積
み上がっていきます。頭を抱えていたところ、戸苅会
長から「兵庫労働局に相談してみては？」とご示唆
をいただき、兵庫職業能力開発促進センター（ポリ
テクセンター）の会場活用につながりました。
茂木■東京ブロックでは、経費の節減も考え、これ
まで中野サンプラザ、損保会館、品川リハビリテー
ションパークと会場を変更してきました。たいへん
助かっています。
――家政士検定の意義と将来性に賛同・共感して
いただけたということですね。嬉しい限りです。

細江■家政婦（夫）は「生活支援の専門家」。家
政士検定はその専門性を社会に向けて可視化し、
かつ内部人材に向けては先人が培ってきた専門技
術と知識を伝える手段です。

――検定実施にあたっては、心ある紹介所長さま
をはじめ各ブロックの幹部の皆様に多大なご協力
をいただいています。そのご苦労の一端をぜひお
聞かせください。
徳野■テストケースにあたる先行実施をお引き受け
するにあたり、近畿ブロックでは所長さんが集まって
何度も会議を開き、試行錯誤しながら開催にこぎつ
けました。それから10年、今では当時の人たちが
引退され、2代目3代目に事業が引き継がれている
事業所も少なくありません。
　この後継ぎの方々が試験のお手伝いと検定員業
務も引き継いでいただいていますが、こうなると検定
スキルの維持・向上のプロセスも課題になってくるわ
けです。
　最初は検定員補助から始めて、1年経験を積ん
だら検定員、さらには主任検定員となっていく。
　家政士検定の普及にあたっては、優れた検定員
の育成も重要だと痛感しています。
古澤■その意味からも、各紹介所長さんのご理解
が大切です。前述したとおり、かつての九州ブロック
では「資格なんか取らせて何になるのか」という意
見が強かった。そんなふうに言われるたび、私は検
定のテキストブックを見せながら「これほどの教科書
があるのに、なぜ学ばせようとしないのか」と所長さ
んたちに説き続けました。
　一方、家政婦（夫）さんたちにテキストを読んで
もらうと、ほとんどの人が「これは役に立つ」と言っ
てくれたものです。また、現役の家政婦（夫）さん
ではなく、清掃会社の職員さんたちが、こぞって受
検に来られたこともありました。

――家政士検定には、確実に需要があるというこ
とですね。とはいえ、気軽な受検をためらわせる
阻害要因もありそうです。
古澤■各ブロックとも、エリアがかなり広いことです
ね。九州ブロックでは第1回目は宮崎での開催でし
たが、人が多い福岡あたりからは距離があります。
これではなかなか受検できません。
茂木■東京ブロックは人も多いので、受検者集めに
はさほど苦労しないと高をくくっていました。黙ってい
ても、それなりの人数が受検する。実際、一昨年の
第8回まではそのとおりだったのですが、昨年がた
んと受検者が減ったのです。その理由を分析したと
ころ、「もう高齢だから、今さら試験なんか受けたくな
い」という声がけっこう挙がってきました。
――ベテランの中には改めて受検勉強などしなく
ても、ゆうゆう試験にパスできる実力者も少なくな
いはずですが、わざわざ遠くの試験会場まで赴く
のはしんどい。その気持ちは理解できるし、高齢
化はあらゆる局面での課題。家政士検定に興味を
持ち、学んでみようと思う家政婦（夫）さんたち
の潜在ニーズを拾い上げるためにも、各地の紹介

　専門職になるためには、体系的な教育を受けた上
で、学んだことを現場で活かして経験に変えていくこ
とが必要不可欠。各ブロックの代表からお話を伺っ
て、新たな制度発足に伴うご苦労のほどが忍ばれま
したし、「専門家を育成していくぞ」という業界の決
意が理解できました。いわゆる “有識者” の立場か
らお手伝いする身として、頭が下がる思いです。
　家政婦（夫）が持つ素晴らしい専門性をもっともっ
と社会に知ってほしいし、そのためには広報・宣伝
にも知恵を絞る必要性を感じています。
――家政士検定の存在を強くアピールしていくこ
とには、まさに大きな意義がありますね。
　ではアピールという点で、家政士検定の普及に
尽力されてきたお立場から、この検定に取り組ん
だことで、ご自身が実感されたメリットについてア
ピールしていただけないでしょうか。
古澤■ベテランの家政婦（夫）さんたちは高度な技
術と知識を持ち合わせています。とはいえ、この人
たちのスキルは経験を通じて身についたもの。体系
的に理論を学んで得たわけではないから、多くの人
が内心では「このやり方で本当に合っているのか
な？」と、今ひとつ自信を持てないでいるようです。
　でも、受検対策でテキストをひもとけば、考え方や
倫理が整理されていて「ああ、私のやり方でやっぱ
り正解だったんだ」と改めて気付ける。それまで曖
昧模糊としていた経験則でしかなかったものが、検
定のお墨付きを得て体系的なノウハウとなり、確固た
る自信につながる。自分の仕事に自信が持てるのは、
とても大事なことではないでしょうか。

茂木■私は家政士検定の合格者さんから「家政サー

オールラウンドの生活支援パートナーに
「家政士」の社会認知拡大を！

家政士養成テキスト 編集 ： 公益社団法人 日本看護家政紹介事業協会
B5判／本文2色刷り／並製　

●試験前講習会でも使用
●研修材料として使用可能

家政サービスの基本
●100頁／定価 1,760円 

全4巻

主な内容：コミュ二ケーション、基本的マナー、外部
関係団体との連携、目標管理、お客様の安全確保・ト
ラブルの未然防止のための対応

家事サービス
●160頁／定価 2,420円

主な内容：衣生活サービス、食生活サービス、住生活
サービス、買い物、その他の生活管理

介護サービス
●100頁／定価 1,760円 

主な内容：身体介助、認知症に関する対応、看取り
のケア、ケアサポートに必要な知識と技術

子育て支援サービス
●96頁／定価 1,760円 

主な内容：子どもの身体とこころの発達、衣服の着替
えのケア、就寝のためのケア、排泄のケア、清潔を
保つケア、遊びのケア、食事とおやつのケア、子ど
もの緊急時への対応

第１巻

第2巻

第3巻

第4巻

※ご注文は、専用の「FAX申込書」に必要事項をご記入の上、当協会までFAXでお申し込みください（FAX申込書は、協会ホーム
　ページよりダウンロードいただけます）。 FAX番号： ０３-３３５３-４３２６

　（会場での写真／渡邉英昭）
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●東京都　アーチ福祉＆サービス人材センター　依田 美佳さん
　訪問介護員の資格を取得した後に、家政士資格
も、この仕事にきっと役に立つと思い挑戦しました。
テキストが4冊もあったので、覚えることが多そう、と
感じましたが、しっかり読んで講習会にも参加しま
した。
　筆記試験の後の、実技試験は、当初は不安でし
たが、意外に上手くできてほっとしました。
　それから、合格したときは、会社の皆さんから、「お
めでとう！！」と口々に言ってもらえ、とても嬉しくなりまし
た。また、会社の全体研修会で、大勢の前で、表
彰され、お祝いも頂きました。普通の生活の中では、
めったにない有難い体験でした。
　家政士検定試験の勉強では、家事について知っ

ているようで、正確に知らないこ
とが沢山あり、分かって良かっ
た、と、感激しました。例えば、
衣類のたたみ方など。おかげで、
我が家のタンスは整理整頓、き
れいに収納されています。まさ
に、日常の生活の質アップです。
　これから家庭を持つであろう若い女性はもちろん、
若い男性にもぜひ勉強してもらい、家政士資格を取
得して頂きたいと期待しています。
　結婚相手に求められる「3K」は、かつての「高
身長・高学歴・高収入」から、今後は、「会話力・
協調性・家政士資格」といきたいものです。

めてしっかりした仕事をしていかなければならないと
気が引き締まりました。
　この資格を仕事に生かして、ご利用者様から喜ん
ででもらおうと思って毎日仕事に励んでいます。私た
ちの仕事は日頃家庭で行っている家事が中心です

が、家政士の勉強をしてみて介護や育児等、沢山
のことを習得でき、今後の仕事に生かしていけると思
いました。まだ受験されていない方 も々是非とも勉強
してチャレンジしてほしいと思います。私たち家政婦
（夫）の地位向上にもつながると思います。

　私は紹介所の所長さんから、「家政士」の試験を
受けてみませんか？と声を掛けられ、まだ家政婦にな
って日も浅いのに受験できるのだろうかと思いなが
ら、挑戦することにしました。
　仕事もまだ始めたばかりで、テキストを見たら結構な
量だったので自信はありませんでしたが、毎日テキスト
を読んで勉強しました。読んでいるうちにいろいろな事
を学び、楽しくなってきました。受験に合格した報告を

受けた時は、天にも昇るくらい嬉
しかったです。仕事に対して少し
自信もつき、心構えもしっかりとで
きてきたように感じられました。
　特に野菜の切り方、アイロンの
かけ方、しみ抜き等を実践し身につけられたのはとて
も役に立っています。合格の話を友人や家族にした
ら「その年で合格したの」とびっくりされました。改

●福井県　有限会社稲木ケア・サービス　坪川 加代さん
　家政士という資格は、紹介所で働く際に、資格が
あることにより、利用者の方に安心感や信頼感を持っ
ていただけるという期待がありました。
　私自身は、資格を持ってお仕事をする事の重要さ、
スキルの向上を目指すという気持ちを大切にし、励み
たいと思っています。資格を持って仕事をするという
ことは、ある程度の能力を持っていなければならない
と思います。利用者さんに満足していただいた時や、
喜んでいただけた時に特にそう感じます。
　当日の試験内容についてはどの分野から出題され
るかがわからないので緊張しましたが、どの分野から
出題されても対応できるように勉強しました。
　試験の合格について聞いた時は、とても嬉しく思い
ました。家族も喜んでくれました。友人の反応は、家
政士という資格がある事を知らなかったので、そのよ
うな資格がある事と合格した事に驚かれました。
　家政士の資格を取得して、自信も持てましたし、

資格がある事により仕事に対して
の完璧さを更に求めるようにな
り、自分自身が今までよりしっかり
と仕事をしていきたいと思うように
なりました。
　この資格を取得するといいと思う人をイメージする
と、とりあえず取っておこうという方よりも、仕事に対し
て前向きで、責任感がある方に受験してもらい、家
政士である事に対して誇りを持ち仕事をしていこうと
いう方に受験してもらいたいです。
　家政士の資格は、取ることに必要性があるというよ
り、責任を持って仕事をする上で自分の気持ちを引き
締めるためにいいと思います。
　仕事のやりがいを感じるのは、利用者さんに、喜ん
でもらえた時や、笑顔でありがとうと言っていただいた
時、仕事の内容に対して満足して頂き、あなたに任
せておけば大丈夫と言っていただいた時です。
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第10回家政士検定記念号2025年9月25日発行

（編纂委員・髙橋和子）

　この度の座談会に同席させて頂きまし
た。所長様方からここに至るまでの努力とご

苦労を頭が下がる思いでお聞きしました。制度の構築や運営に
関わられた多くの方の労がどれほどであったかを思わされまし
た。また検定制度創設以来関わってこられた細江先生が有識者
の立場で語られたことに改めて原点を確認しました。「家事支援
サービスの需要に紹介所が応えるためには“質の向上”更に社
会的に低く見られている“家政労働の地位向上”に努めなけれ
ばならない、専門職として“体系的な教育”が必要」ということ。
今迄は経験、人柄でマッチングしてきましたが、これからは専門
性が評価されます。家政婦（夫）が専門職としてプライドを持って
働けるように、まず私たちが資格の重要性を認識する必要があ
るのでは、と改めて強く感じました。

第10回家政士検定試験を記念して、「家政士」「家政婦（夫）」
職種への愛情と誇りが伝わってくる川柳がたくさん集まりました！ 
仕事や想いを伝える川柳が編集委員、協会事務局の方々から
多数お寄せいただきました。
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●東京都　アーチ福祉＆サービス人材センター　依田 美佳さん
　訪問介護員の資格を取得した後に、家政士資格
も、この仕事にきっと役に立つと思い挑戦しました。
テキストが4冊もあったので、覚えることが多そう、と
感じましたが、しっかり読んで講習会にも参加しま
した。
　筆記試験の後の、実技試験は、当初は不安でし
たが、意外に上手くできてほっとしました。
　それから、合格したときは、会社の皆さんから、「お
めでとう！！」と口々に言ってもらえ、とても嬉しくなりまし
た。また、会社の全体研修会で、大勢の前で、表
彰され、お祝いも頂きました。普通の生活の中では、
めったにない有難い体験でした。
　家政士検定試験の勉強では、家事について知っ

ているようで、正確に知らないこ
とが沢山あり、分かって良かっ
た、と、感激しました。例えば、
衣類のたたみ方など。おかげで、
我が家のタンスは整理整頓、き
れいに収納されています。まさ
に、日常の生活の質アップです。
　これから家庭を持つであろう若い女性はもちろん、
若い男性にもぜひ勉強してもらい、家政士資格を取
得して頂きたいと期待しています。
　結婚相手に求められる「3K」は、かつての「高
身長・高学歴・高収入」から、今後は、「会話力・
協調性・家政士資格」といきたいものです。

めてしっかりした仕事をしていかなければならないと
気が引き締まりました。
　この資格を仕事に生かして、ご利用者様から喜ん
ででもらおうと思って毎日仕事に励んでいます。私た
ちの仕事は日頃家庭で行っている家事が中心です

が、家政士の勉強をしてみて介護や育児等、沢山
のことを習得でき、今後の仕事に生かしていけると思
いました。まだ受験されていない方 も々是非とも勉強
してチャレンジしてほしいと思います。私たち家政婦
（夫）の地位向上にもつながると思います。

　私は紹介所の所長さんから、「家政士」の試験を
受けてみませんか？と声を掛けられ、まだ家政婦にな
って日も浅いのに受験できるのだろうかと思いなが
ら、挑戦することにしました。
　仕事もまだ始めたばかりで、テキストを見たら結構な
量だったので自信はありませんでしたが、毎日テキスト
を読んで勉強しました。読んでいるうちにいろいろな事
を学び、楽しくなってきました。受験に合格した報告を

受けた時は、天にも昇るくらい嬉
しかったです。仕事に対して少し
自信もつき、心構えもしっかりとで
きてきたように感じられました。
　特に野菜の切り方、アイロンの
かけ方、しみ抜き等を実践し身につけられたのはとて
も役に立っています。合格の話を友人や家族にした
ら「その年で合格したの」とびっくりされました。改

●福井県　有限会社稲木ケア・サービス　坪川 加代さん
　家政士という資格は、紹介所で働く際に、資格が
あることにより、利用者の方に安心感や信頼感を持っ
ていただけるという期待がありました。
　私自身は、資格を持ってお仕事をする事の重要さ、
スキルの向上を目指すという気持ちを大切にし、励み
たいと思っています。資格を持って仕事をするという
ことは、ある程度の能力を持っていなければならない
と思います。利用者さんに満足していただいた時や、
喜んでいただけた時に特にそう感じます。
　当日の試験内容についてはどの分野から出題され
るかがわからないので緊張しましたが、どの分野から
出題されても対応できるように勉強しました。
　試験の合格について聞いた時は、とても嬉しく思い
ました。家族も喜んでくれました。友人の反応は、家
政士という資格がある事を知らなかったので、そのよ
うな資格がある事と合格した事に驚かれました。
　家政士の資格を取得して、自信も持てましたし、

資格がある事により仕事に対して
の完璧さを更に求めるようにな
り、自分自身が今までよりしっかり
と仕事をしていきたいと思うように
なりました。
　この資格を取得するといいと思う人をイメージする
と、とりあえず取っておこうという方よりも、仕事に対し
て前向きで、責任感がある方に受験してもらい、家
政士である事に対して誇りを持ち仕事をしていこうと
いう方に受験してもらいたいです。
　家政士の資格は、取ることに必要性があるというよ
り、責任を持って仕事をする上で自分の気持ちを引き
締めるためにいいと思います。
　仕事のやりがいを感じるのは、利用者さんに、喜ん
でもらえた時や、笑顔でありがとうと言っていただいた
時、仕事の内容に対して満足して頂き、あなたに任
せておけば大丈夫と言っていただいた時です。
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土11月22日● 土 学科試験

（注）実技試験の開始時刻は、受験者ごとに異なります。　※東京会場は、9時00分開始です。

時間会場試験地

学科 10:00

実技 13:00以降
札幌エルプラザ
札幌市北区北8条西3丁目

札 幌

多くの方々が受験されるよう、家政婦（夫）、紹介従事者の皆さんに
周知、声がけをお願いします。

受験申請期間： 令和7年8月8日（金）～10月22日（水）

学科 10:00

実技 13:00以降

ソニックシティ
さいたま市大宮区桜木町
1-7-5

さいたま

学科 10:00

実技 13:00以降

千葉県教育会館
千葉市中央区中央
4-13-10

千 葉

学科 9:00

実技 13:00以降

品川リハビリ
テーションパーク
品川区北品川5-2-1

東 京

学科 10:00

実技 13:00以降

ウィリング横浜
横浜市港南区上大岡西
1-6-1

横 浜

時間会場試験地

学科 10:00

実技 13:00以降

福井県中小企業
産業大学校
福井市下六条町16-15

福 井

学科 10:00

実技 13:00以降

静岡県産業経済
会館
静岡市葵区追手町44-1

静 岡

学科 10:00

実技 13:00以降

ポリテクセンター
兵庫
尼崎市武庫豊町3-1-50

尼 崎

学科 10:00

実技 13:00以降

ポリテクセンター
岡山
岡山市北区田中580

岡 山

学科 10:00

実技 13:00以降
宮崎県婦人会館
宮崎市旭1-3-10

宮 崎

第1０回家政士検定試験
全国1０会場で実施

午前 実技試験 午後試験日

受験申請期間

厚生労働大臣認定

●全国１０か所と過去最大規模での実施
●受験者に記念クオカード（額面2,000円）を進呈
●合格者のスキルアップのための教材、資料等の支援サービスの提供

第１０回記念事業
第１０回検定試験の記念事業として、

をはじめ、さまざまな企画を用意いたしました。

　  クオカード
イメージ

●家政士の資格を持つことは、生涯現役で活躍し収入を得る道を拓きます。
●家政士の資格は、利用者の皆様にとって安心と信頼のシンボルです。
●家政婦（夫）さんの受験を、協会、紹介所こぞって応援します。

家政士検定とは


